
今の中学生が20 歳を迎えるころ、21 世紀が

始まります。新しい時代の担い手である彼らは、

いや応なく国際化社会の真っただ中で成人にな

ります。そんな子どもたちには、生きた外国語

を学ぶことや外国人と身近に接することが必要

です。

A E T(Assi stant　En9lish Teacher=

英語指導助手）の派遣制度は、「子どもたちに生

きた英語に接する機会を提供」できるようにと、

昭和62 年に スタートしました。それから10 年、

すっかり英語の授業の1 コマとして定着したこ

の制度ｏ ＡＥＴは、生きた英語を教えるだけで

なく、生徒たちに一番身近な外国人として接し、

文化の違いも伝えています。

授業やクラブ活動を通じての触れ合いは、生

徒たちのこれからのさまざまな出会いの中で生

かされていくことでしょう。

圜教育委員会指導課S66-7458 番

活動の中心はもちろ ん英語の授業

授業は英語担当の教師との共同授業。「楽し＜学ぶ」をモットーに、「習うより

慣れろ」で進められています。この日は生徒の脚本による英語劇を行いました。

一

層
の

工

夫

生
徒
が
楽
し
ん
で
授
業
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
授
業
の
進
め

方
を
打
ち
合
わ
せ
ま
す

。

生 の英語が聞けて とても 勉強 にな

り ます。ジョセフ先 生は 、親し みや

すい先生なので､ 授業 中だけでなく 、

普段 から気軽に話し ができ 、来て＜

れる のを い つも 楽し みにし て い ま

す。年 間で3 ヵ 月し か先 生 の授業 が

ない ので 、毎月授業 があ ればいいな

と思い ます。

人口と世帯

人口　460,907 人 ［＋34 ］

男　234,033,人 ［＋44 ］

女　226,874,人 ［－10 ］

世帯　173,4791世帯 ［+158 ］

主な内容

下水道事業受益者負担金説明会　 ②
を開催します

市内・市外の局番が変わります　 ③

リサイクル活動に参加しませんか ④

松戸市の職員給与等を公表　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　　 ⑥ ⑦

8人のＡＥＴ

中学校などで活躍するＡＥＴは8人。1人が市立高

校、7人が21の中学校を担当し、1校当たり1ヵ月の

単位で、年間3回のサイクルで訪問しています。

ジェリー・カナ

ダ（アメリカ）

牧野原中、河原

塚中、旭町中

ティファニー・

ウエダ（アメリ

カ）

三中、新松戸南

中、小金北中

クリストフ ァー

・グロス（アメ

リカ）

五中、六中、金

ヶ作中

放

課

後
は

ス
ポ

ー

ツ

で

ク
ラ
ブ
活
動
や
特
別
活
動
で
も
一
緒
に
活
動
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
彼
は
、
学
生
時
代
に
戻
っ
て

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
ま
す
。

とき には生徒に

せっかく日本に来だのだからと、習字や家

庭科の授業に参加し 、日本文化の理解に努め

ます。休日には日光や鎌倉を訪ねることも。

ジョセフ・スィー

ダー（イギリス）

一中、四中、新松

戸北中

ジェームズ・ク

リストフ（カナ

ダ）

小金中、常盤平

中、古ケ崎中

生徒を見ているとシャイな感じ

がします。もっと英語を楽しんで

ほしいし、好きになってもらいた

いと思います。でも、みんな素直

なので教えやすいです。私は、生

きた英語を生徒に教え、生徒が間

違いを恐れずに積極的に会話がで

きるよう授業をしたいと思ってい

ます。

マ ーク ・クイグ

リ ー （カ ナダ）

二中 、栗ケ沢中 、

六 実中

マーク・ドリン

トン（オースト

ラリア）

市立松戸高校

ペン・キール（オ

ーストラリア）

小金南中、根木内

中、和名ヶ谷中

恥ずかしがらずに「まず

話そう」

新松戸北中学校3年

斎藤　正生くん
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に
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新
対
象
区
域
の
説
明
会
を
開
催

●受益者負担金とは

受益者負担金は、下水道が整備されることによって

土地の利用価値が高まるため 、直接その利益を受ける

土地所有者または権利者（借地権などの権利を有して

いる人）にその建設費の一部を負担し ていただくもの

です。

受益者負担金の額は土地の面積1平方メートルあたリ

ワ00円で、3年間（年4 回）に分けて納付し ていただき

ます。

この受益者負担金は下水道建設の貴重な 財源になっ

ていますので、これからも市民の皆さんのご理解とご

協力をお願いします。

●説明会の主な内容

平成９年度から新たに受益者負担金を賦課する区域

を対象に 、説明会を開催（右上表参照）します。

説明会では 、

下水道整備計画について

受益者負担金について

家庭排水設備の改造工事（改造資金の融資あっせんを

含む）について等の説明をいたします。ぜひ、ご出席＜

ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･ 、

なお 、対象となる区域内の土地所有者には説明会ま

でに案内文と申告書を郵送します。

置下水道普及課業務係

固 定 資 産( 家 屋) の 調 査 に ご 協 力 を

平成８年中に新築または増改築された家屋の評価を行っています

ので、調査にご協力＜ださい。

また 、家屋の取り壊し( 一部を含む) や所有者の住所変更などがあ

りましたら、ご連絡＜ださい。
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鵞
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下水道はトイレの汚水や家庭からの排水を下水

管に流し、終末処理場できれいにして川や海に放

流する、快適な生活環境づくりと河川などの水質

浄化に欠かせない大切な都市施設です。

松戸市の下水道普及率は57.9596  (平成8年10

月31日現在）で、市では積極的に下水道の普及促

進に取り組んでいます。

下水道の建設には、多額の費用が必要です。そ

の費用は補助金・借入金・市費や受益者負担金で

賄われています。

生活と環境を守る下水道

下水道事業受益者負担金

新対象区域の説明会の日程

日　 時　｜　　　会　　 場　　 ｜　　　　　　対　　 象　　 区　　 域

午
後
６
時
か
ら

:12/9(月)

12/10(火)

12/11(水)

;

12/12(木)

卜I･＝ ＝======

12/13(金)

小金 小学 校( 体育 館)

幸谷 小学 佼( 体育 館)

上本 郷 小学 校( 体育 館)

古ヶ崎小学校(体育館)

高木第二小学校( 体育館)

根木内 （霜田の一部）、小金きよしケ丘４丁目の一部．小金きよ

しヶ丘 ５丁目 、久 保平賀 （柳田の一 部）、東平賀 （大門前・源

内 ・仲通の各一部）、平賀（大門通・長谷の各一部）、中金杉２

丁目の一部、殿平賀（向堀・大門付の各一部・三右衛門屋敷付）

幸谷（熊ノ脇・溜ノ上・宮下・ホッケー溜ノ脇の各一部）、小金

清志町１丁目の一部 、ハケ崎緑町の一部、ハケ崎（株付の一部）．

ニッ木（宮下・向台の各一部）

新作（二階の一部）、上本郷（１丁目・２丁目・北台・花台の各

一部）、松戸新田 （豊右衞門屋舗 ・店屋舗・地尻 ・作・新堀・山

中 ・庚申 前・九右衛門屋舗の各一部・上丸山・庚申後）、中和倉

（一反割・寒風・中割・宮ノ後・荒井堤の各一部・内畑 一向山）

栄町（西１丁目・西２丁目の一部）

五香六実（北丘・一文字の各一部）、六実１丁目の一部

広報 1996年(平成８年)12月５日

下水道の建設 には多額の費 用が かかる ため、計画的 に整備し ています

松戸市

賀 正

平成9年度



午前2 時から

市内 市外 局番が変

平成9 年1月1日の午前２時から、

0473 地域( 松戸市・市川市･ 浦安市

および船橋市・鎌ヶ谷市・沼南町の

一部) の局番が変わります。

市外局番は､ 最後の3 が離れて047

に。市内局番は、これまでの局番の

先頭に３がくっついて3 △△の3 桁に

なります。

黯NTT フリーダイヤル 0120  ― 47

3047 番

を栽培してみませんか

品目･ 価格 …原木( 長さ９０ｃｍ)１本３３０円、種駒

２０個( 原木1 本分) 1 20 円、打ち込み用丸ノミ替刃1

個６００円、電動ドリル用替刃1 個７００円　あっせん

数量1 人10 本まで

例えば、現在の0473 地

域から市役所へ電話をか

ける場合は、これまでの

£566-1111 番 から

市外局 番　　　 市内局 番
現在の

電話 番号

新しい

電話 番号

ガキに希望品目・数量・住

所・氏名・電話番号を記入

して、〒２７１ 松戸市根本

３８７の５松戸市役所農政課

内松戸市森林組合(1*66-

7328 番）へ

366-1111

番※電話機やファクスなどの短縮ダイヤルやワンタッチダイヤ

ルの登録・変更にもご注意ください。

※引き渡し日時・場所・電動ドリルの貸し出し等に

ついては平成９年1月中に通知します。

来
春
、
高
校
（
高
等
専
門
学
校

を
含
む
）
に
進
学
を
希
望
す
る
生

徒
の
い
る
家
庭
に
、
入
学
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す
。

貸
付
額
三
十
万
円
以
内
（
公
立

と
私
立
で
は
額

が
異

な
り

ま
す
）

対
象

①
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
高

校
人
学

が
困
難
な
世
帯
で
あ
る
こ

と
②
成
績
良
好
、
品
行
方
正

で
出

身
中
学
校
長
が
推
薦
し
た
健
康
な

生
徒
で
あ
る
こ
と
③
保
護
者
が
松

戸
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
一
年
以

上
登
録
さ
れ
て
い
て
、
引
き
続
き

市
内
に
居
住
し
て

い
る
こ
と
①
市

内
（
特
別
な
事
情

を
除
く
）
に

居

住
す
る
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
得

ら
れ

る
こ

と
　

受
付

期
間

第

。

回
＝
１
月
６
日
(
月
)
～
3
1
日
(
金
)
、
第

二
回
＝
２
月
３
日
(
月
)
～
３
月
1
0
日

(
月
)
申
請
書
類
①
高
等
学
校
入
学

資
金
貸
付
申
請
書
②
出
身
中
学
校

長
の
推
薦
書
③
住
民
票
（
家
族
全

員

の
も
の
）
ま
た
は
外
国
人
登
録

済
証
明
書
①
収
入
を
証
す
る
も
の

（
父
母
ま

た
は
そ

れ
に
準

ず
る
人

の
あ
ら
ゆ
る
収
入
が
対
象
)
⑤
成

絨
証
明
書

崇
申
請
は
合
格
決
定
前
に
で
き
ま

す
。
申
請
書
等
は
、
援
護
課

。

市
民
課
お
よ
び
各
支
所

で
配
布

し
て
い
ま
す
。

嚮
援
護
課
援
護
係

市
で
は
、
中
小
企
業
者
に
設
備
資
金
お
よ
び
運
転
資
金
な
ど

の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

鵞
商
工
観
光
課
融
資
係

年末年始の中小企業向け融資

平成9年度

看護学生を募集

ナ
イ
チ
ン
グ
ー
ル
精
神
を
胸
に
、
厳
か
行
わ
れ

る
戴
帽
式

対象…市内に営業所，事業所等を有し ，次の

用件を備えている法人または個人①1 年以上引

き続き同一事業を営んでいること②納期の経過

した市税を完納していること③中小企業信用保

険法に定める中小企業であること

※審査内容により年内に貸し付けできない場合

があります。

(看護科3年課程)

募 集 人 数 …40 人

※高 等 課 程 （准 看 護 科 ） は 募 集し ま せん 。

※入 学 願 書 は 有 料 で 配 布し て い ま す。

因市立病院附属看護専門学校 67-4444番

願書受付期間…平成9年1月13日(月)～17日(金)〔

15日(祝)を除＜〕、午前9時～正午と午後1時～４

時

試験日…2月１日(土)〔一次試験〕

受験資格…大学受験の資格がある人

県の制度　　　　 ｜　　　　　市の制度

千

葉

県

福

祉

の

ま

ち

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

1
9
一
月
８
日
(
日
)
午
後
１
時
3
0
分
か
ら

会
場
幕
張

メ
ッ
セ
国

際
会
議

場

内

容

①
淑
徳

大
学

教
授

・
仲
村

優
一
氏

の
講

演

②
Ｎ
Ｈ

Ｋ
解
尿

素

貝
・
村

田

幸
子
氏
、
俳
優
・
滝
田
栄
氏
、
東
京

家
政
大

学

教
授

・
樋
口
恵
子

氏

ほ
か

に
よ

る

メ
ッ
セ

ー
ジ

フ
ォ
ー

ラ
ム

費
用
無

料

声
フ

ァ
ク
ス

で
住
所

・
全
員

の
氏

名

・
電

話
番
号

を
記
入

し

て
、
千

葉
県

社
会
部
高
齢
化
施
策
推
進
課
 
0
4
3

2
2
5
・
2
6
7
3
番
（
0
4
3
・
2
2
3
・
２

千 葉県福祉のまちづくりの

シンボルマ ークが決まりまし た

工

業

統

計

調

査

に

ご

協

力

く

だ

さ

い
製
造
業

を
営
む
事
業

所
を
対

象
に
、

毎

年
1
2月
3
1
日

現
在

で
工
業

統
計
調

査

を
実
施

し
て

い
ま

す
。
調

査
員

が

伺

い
ま

す
の
で

ご
協
力

を

お
願

い
し

ま

す
。

圃

総
務

部
総
務

課
統

計
係

危

険

物

安

全

週

間

推

進

の

標

語

を

募

集

内

容
危

険
物

災
害

の
防
止

と
危

険

物

の
貯

蔵

・
取

扱

い
の
安

全
を
呼

び

か
け

る
標
語

※
作
品

は
未
発

表

作
に
限

り
ま

す
。

※
発
表
は
人
選
者
の
み
で
、
入
選
作

品

は
主
催

者
に
帰

属
し

ま
す

。

惠
1
2
月
2
6
日
(
木
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
一
枚
に
標
語
一
点
（
厳
守
）

と
住
所

・
氏

名

（
ふ
り

が
な
）
　・
年

齢
・
性

別

・
職
業

・
電
話
番

号

を
記

入
し
て
、
干
1
0
8
東
京
都
港
区
虎
ノ
門

二
の
九
の
一
六
日
本
消
防
会
館
(
財
)
全

国
危

険
物
安

全
協

会
内

危

険
物

安
全

週
間
推

進
協

議
会

（
昔
0
3・
３

５
９

７

・
8
3
9
3

番

）
へ

柏

レ

イ

ソ

ル

市

民

の

会

・

ク

ラ

ブ

レ

イ

ソ

ル

会

員

募

集

柏
レ

イ

ソ
ル
を

東
葛

地
域
で

支
援

す
る

た
め

、
会
員

を
募

集
し
ま

す
。

特

典
チ

ケ
ッ
ト

の
先
行

予

約
割
り

引

き

・
加
入

記
念

品

（
卓
上

カ
レ

ン

ダ
士

の
進

呈

・
サ
テ

ラ
イ

ト

ホ
ー

ム

ゲ
ー
ム

の
無
料

入
場

な
ど
　

費
用

年
間
個
人
千
五
百
円
・
法
人
三
千
円

・

フ
ァ
ミ

リ
ー
二
千

五
百

円

筒
栢
市

役
所

商
工

課

容
０
４

７
１

・

6
7・
1
1
1
1

番

ま
た

は
柏

レ
イ

ソ

ル
市
民
の
会
登
０
４
７
１
・
6
7
・
0

1
4
0

番

も
う
す
ぐ
確
定
申
告
で
す

確
定
申
告
書
の
作
成
は
ご
自
身
で
、
提
出
は
郵
送
で

年
末
年
始
の

事
業
資
金
を
融
資
し
ま
す

しいたけ

圃12月２０日(金)までに、往復八

事業名　　　｜　　申込期限

早期貸付

(750 万円以内)

※年内融資を希望す

る場合

12/5(木)

(新規 一有担保)

※期日に申し 込み

できない人はご

相談＜ださい。

12/10(火)

(上記以外)

年末の資金(季節資金)の融資

融資限度額

融資利率

融資期間

償還方法

申込期限

問い合わせ

１中小企業者　1000 万円以内

１組合　　　　1500万円以内

①1.8％以内（保証協会の保証
付き）

②2.3％以内（①以外）

5ヵ月以内

100 万 円以 内

圧7％ （保証 協会 の保 証付 き）

6ヵ 月以 内

割賦償還または一括償還

12/10(火)〔新規・有担保の場合は12/5(木)〕

|松戸商工会議所   64-3111番 商工観光課融資係

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
、
ご
自

身
（
ま
た

は
依
頼

を
受
け

た
税

理
士
）

で

作
成

し
、
提

出
す

る
こ
と

に
な

っ

て

い
ま

す
。

特
に

サ
ラ

リ

ー
マ
ン
で

、
医
療

費

控

除

や
住
宅
取

得
等

特
別

控
除
等

を

受
け
る
人
に
は
、
記
載
が
筒
単
な
確

定

巾
告

書

「
給
与
所

得
者

の
還
付

申

告

用
」
を
用

意
し

て

い
ま

す
。
ぜ
ひ

、

ご
自
身
で
確
定
申
告
書
を
作
成
し
て

み

て
く

だ

さ
い
。

税
務

署
で

は
、
確

定
申
告

書

の
記

入

方
法

な
ど

に
つ

い
て
質
問

の
あ
る

人

の
た

め
に

、
書

き
方

の
ア

ド
バ
イ

ス
を
行

っ
て

い
ま
す

。

税
務

署
で

巾
占

書

を
記
入

さ
れ
る

人
は
、
あ
ら
か
じ
め
確
定
申
告
書
用

紙
に
住
所
・
氏
名

・
扶
養
控
除
・
所

得
金
額
欄
な
ど
分
か
る
と
こ
ろ
は
記

入
の
上
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
３
月
に
入
る
と
署
内
が
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
い
時
期
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
還
付
申
告
は
、

２
月
1
5日
以
前
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
す
べ
て
記
載
で
き
た
人
は
、
郵
送

で
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
確
定
申
告
用
建
物
設
置
の
た
め
、

1
2月
か
ら
４
月
下
旬
ま
で
税
務
署

の
駐
車
場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

松
戸
税
務
署
容
6
3
・
1
1
7
1
番

４
５

７
番

）
　へ

松戸市立病院附属 看護専門学校

になります。

． 　 ｉ

3が離れて　3 がくっつく

0473- △△－口口口口

1月1日

広報 1996年(平成８年)12月５日

高等学校入学資金

をお貸しします

国
保



97年1月

から
「基礎年金番号」が

スタート

リ サイクル活動による資 源物の回収量は増えてい ます

市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
を
燃
や
せ
る
ご
み
、

燃
や
せ
な
い
ご
み
、
資
源
ご
み
、
粗
大
ご
み
な
ど
に
分
別

し
て
収
集
し
、
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ

の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め
、
町
会
や

自
治
会
な
ど
が
行
う
古
紙
・
布
・
金
属
・
ガ
ラ
ス
な
ど
の

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
（
集
団
回
収
）
に
対
し
て
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

市
の

ご
み
収
集
と
は

異
な
る

リ
サ

イ
ク
ル
活
動
（
集
団
回

収
）

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
と
は
、
町
会

や

自
治
会
・
子
ど
も
会
な
ど
が
、
再
生

資
源
と
な
る
占
紙
・
布
・
金
属
・
ガ

ラ
ス
な
ど
を
自
主
的
に
回
収
し
、
資

源
回
収
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
再
生
資
源
は

再
生
事
業
者
（
製
紙
メ
ー
カ
ー
、
電

炉
・
ガ
ラ
ス
エ
場
等
）
に
原
材
料
と

し

て
供
給
さ
れ

る
シ
ス
テ

ム
な

の

平

成

９
年

１

月

、
公

的
年

金

制

度

に
「
基
礎

年

金
番
号

」
が
導

入

さ

れ
ま
す

。

こ

れ
ま

で
国

民
年

金

・
厚

生

年

金

・
共

済

組
合

の
各

制

度

ご
と

に

年

金
番

号

が

決
め

ら

れ
て

い
た

た

め
、
年

金

の
受

給
手

続

き

な
ど

に

不

都

合

が
生

じ
る

こ
と

が
あ
り

ま

し

た
。

基
礎

年

金
番

号

制
は

、

一
人

に

一

つ

ず
つ

生
涯

に

わ
た

っ
て

変

わ

ら

な

い

「
基
礎

年

金
番

号
」

を

お

持

ち

い
た

だ
く

こ

と

に
よ

っ
て

、

こ

う
し

た

問
題

を

解
決

し
よ

う

と

で
、
市
が
な

り
ご
み
収
集
と
は
全
く

別
の
も
の
で
す
。

資
源
ご
み
の
内
、
比
較
的
発
生
量

が
多
く
、
分
別
が
容
易
に
で
き
る
物

だ
け
を
民
間
の
回
収
ル
ー
ト
に
乗
せ

る
こ
と
は
廃
品
回
収
と
呼
ば
れ
、
古

く
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
近
年
で
は
円
高
等
の
理
由
に
よ

り
、
海
外
か
ら
原
材
料
を
安
価
で
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
民
間
の
回
収
ル
ー
ト
は

減
少
の
傾
向
を
示
し
て

い
ま
し
た
。

回
収
量
は
年

々
増
加

市
で
は
清
掃
施
設
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
協

力
す
る
団
体
と
回
収
業
者
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付

し
、
ご
み

の
減
量

化
・
再
資
源
化
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。現

在
の
補
助
制
度
と
な
っ
た
平
成

３
年
度
以
降
、
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
に

よ
る
回
収
量
は
年

々
増
加
し
て
い
ま

す
。
平
成
８
年
度
も
、
上
半
期
で
八

千
ト
ン
以
上
の
ご
み
が
再
資
源
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
源
ご
み
全
体

の
収
集
量
に
対
す
る
割
合
も
増
え
て

い
ま
す
（
表

占

。

す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
各
公
的
年
金
制
度
に
加

入
し
て

い
る
人
に
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
平
成
８
年
1
2月
中
に
「
基

礎
年

金
番
号
通
知
書
」
を
、
ま
た

年
金
受
給
権
者
に
は
新
し

い
年
金

証

書
等
を

お
送
り

す

る
予
定
で

す
。
届

い
た
通
知
書
は
、
こ
れ
ま

で
に
お
持
ち
の
年
金
手
帳
な
ど
と

と
も
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
特
別
な
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

羆
国
民
年
金
課
、
松
戸
社
会
保
険

事
務
所

登
4
5・
5
5
2
5

番

登録団体の状況表 ２

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
行
い
、
市
か

ら
の
補
助
金
交
付
を
受
け

る
に
は
、

町
会
・
自
治
会
・
子
ど
も
会
・
婦
人

会
・
老
人
会
・
Ｐ
Ｔ
Λ
な
ど
の
団
体

内　訳　　　　 参加世帯数

リサ イクル活 動 と市が収 集 する資源 ごみの 量（年度 別 ）（単位ﾄｯ ）１表

収集の区分　 ３年度　　 ４年度　　 ５年度　　 ６年度　　 ７年度

で
市
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
す
で
に
活
動
を
し
て

い
る

団
体

に
参
加
す

る
方
法

も
あ
り
ま

す
。
な
お
、
近
所
に
登
録
団
体
が
無

い
場
合
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
に
関
心
の

あ
る
人
た
ち
（
二
〇
世
帯
以
上
）
が

集
ま
り
、
市
に
登
録
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

資源回収業者一覧表表 ３

粗
大
ご
み
の
収
集
が
有
料
に
な
り
ま
す

平

成
９
年
４
月
１

日
の
電
話
受
付

分
か
ら
、
粗
大
ご
み
の
収
集
が
有
料

(
一
点
に
つ
き
千
円
）
に
な
り
ま
す
。

粗
大

ご
み

の
対
象

範
囲

の
拡
大

、

収
集
希
望
日
制
の
導
入
や
受
付
個
数

の
制
限
を
無
く
す
な
ど
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

清

掃
業
務
課
業
務
第
一
係

現
在
、
市
内
に
は
三
百
を
超
え

る

登
録
団
体
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を

行

っ
て

い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
参

加
世
帯
数
は
、
全
体
の
三
分
の
二
程

度
で
す
（
表
２
）
。

回
収
の
方
法
は
、
駐
車
場
な
ど
の

空
き
地
を
拠
点

と
し
て
実
施
す

る

「
拠
点
同
収
」
と
、
各
家
庭
の
軒
下

に
資
源
物
を
出
し
て
回
収
す
る
「
軒

下
回
収
」
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。
参
加
世
帯
数
な
ど
の
状
況
に
応

じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
、
ど
ち

ら
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
は
、
市
民
が
主

役
の
回
収
シ
ス
テ
ム
で
す
。
自
分
た

ち
で
左
記

の
資
源
回
収
業
者
一
覧
表

（
表
３

）
か
ら
業
者
を
選
び
、
直
接

連
絡
を
し
て
回
収
の
日
時
・
場
所
・

品
目
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

回
収
し
た
資
源
物
に
は
、
重
量
一

气
に
つ
き
三
円
の
補
助
金
が
市

か
ら

交
付
さ
れ
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
、
よ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
へ
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

熈
清
掃
管
理
課
ご
み
を
減
ら
す
係

う公戸市再生資源事業協同組合

１松戸市リサイクル事業連合会

下澤商店

㈲U｣三紙業

野原紙業

岡田商事

㈲金子商店

㈲三郷クリーンセンター

㈱増田商店市川営業所

行徳紙工㈱

㈲天城

㈲日美

㈲大原商店

中嶋商店

㈲イサカ

正和紙業

松戸市リサイクル推進協議会

千葉故紙事業協同組合

増田紙業

クリーンリサイクル・サトー

限
り
あ
る
資
源
を
活
用
す
る
た
め
に

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
・

市
民
が
主
役
の
回
収
シ
ス
テ
ム

リサイクル活動

(集団 回 収)

市 委託 収 集量

合　 計

5,651

(24.ﾜ％)

17,253

(75.3％)

22,904

(100 ％)

7,23ﾜ

(29.2％)

17,552

(ﾜ0.8％)

24,ﾜ89

(100 ％)

9,639

(33.1％)

19,492

(66.9％)

29,131
(100 ％)

11,890

(35.8％)

21,3∠18

(64.2%

33,238

(100 ％)

12,ﾜ9ﾜ

(40.0％)

19,182

(60.0％)

31,9ﾜ9

(100 ％)

84-7733番

84-5304 番

0471-72-1323番

68 －9889 番

0489-57-7531番

41-6583 番

41-1300 番

0489-57-7531 番

76-4208 番

97-2383 番

03-5682-6624 番

83-0086番

03-3695-0194 番

04｢71-75-3913 番

92-3434 番

47-9323 番

0120-530-855 番

92-3252 番

03-3826-1ﾜ19 番

85-0550 番

回 収 業 者　　　　　 電話番号
取扱品目

紙 布 びん 缶
拠
点

軒
下

区　分| 団体数

拠点 軒下  |拠点回収  軒下回収回申　計

町 会 等

子ども会等

学 校

そ の他

合　 計

143　　82　　　61　　34,510　44,928　79,438

93　　　70　　　23　　7,201　　2,642　　9,843

52　　　52　　0　　22,853　　　　0　22,853

311　　222　　89　　66,246　50,220
い16,466･

広報 1996年(平成８年)12月５日



人件費の状況 （普通会計 決算）

人件費には 、給料 、報酬、諸手当 、共済費等が含まれます。

区 分|職員数Ａ

８年度

区　　　分

(8.4.1)

3,350人

一般行政職
大 学 卒

高 校 卒

昇給期間短縮 の状況

職員手当 の状況

給料|職員手引期末勤勉手当 計 B

182,500 円

147,400 円

１人当 たり

給与 費

(Ｂ／ Ａ)

1種 180,500円

II 種169,000 円

13｢7,900 円

職員１人当たりの住民数

国

初任給　　| 採用7年経過日の給料額

196,100 円

187,5CO 円

147,4CO円

調整 手当

（８年 ４月

１日現在）

支 給 対 象 地 域

支 給 率

支 給 対 象 職 員 数　　　

国 の 制 度 （支 給 率 ）　　

支 給 対 象 職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ ７ 年 度 決 算 ）

市民の皆さんに松戸市の一般職および

特別職の給与等について理解していただ

くため、その概要をお知らせします。

[廡人事課給与係

全　 地　 域

100％

’‾　3,315人

‾‾‾　　　3 ％

390,947 円

特殊勤務手当

(７年度)

区々|　　内　容　　国の制度との異動    国の制度と異なる内容

特別職の報酬等の状況 （平成 ８年11 月１日現在）

(平成８年４月１日現在)

区分  報酬等月額  期末手当

定員の状況

● 部門別職員数の状況( 平成８年４月１日現在)

区　分　　｜　　　　職員数　　　　｜　　対前年増減数

職員数は一般職に属する職員数であり 、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含
み、臨時または非常勤職員を除いています(教育職員の人数には 、教育長が含まれています)。

● 平成８年の職員数の増減状況

部　 門　　｜　増員数　｜　減員数　｜　差 引　｜　　 主 な 増 減 理 由

この「職員手当」には、管理職手当、扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当、特殊勤務手
当、時間外勤務手当等が含まれ、児童手当、退職手当を除いたものです。

職員１人当たりの住民数は 、職員が少なければ少ないほど数値が高くなります。松戸市は 、他
市に比べ少ない職員数で市の仕事を遂行してい ます。

職員の平均給料月額および平均年 齢の状況（平 成８年 ４月１日現在）

一般行政職　　　　｜　　　　技能労務職

１。一般行政職とは。税務職、医療職、消防職、教育職、企業職、技能労務職等を除いた職員をい
い ます。

7．技能労務職とは。自動車運転手、守衛、業務員、用務員、給食調理員等をいいます。

松 戸 市

196,100円

167,400円

職員の経験年数別・学歴別平均 給料 月額の状況 （平成 ８年 ４月１ 日現在）

経験年数とは、学校卒業後直ちに市に採用さ れ引き続き勤務し ている場合には採用後の年数をい
い、採用前に職歴等のある場合には、その期間を換算し採用後の年数に加算し た年数をいいます。

一般行政職の級別職 員数 の状況（平成 ８年４ 月１日現在）

１。 給与条例に 基づく給料 表の級区 分による 職員数 です。

7 ． 標準的な 職務内容とは 、それぞ れの級に該 当する 代表的な 職名 です。

区　　　　　　 分　　　　　　 ｜　 合　　計　 ｜　一般行政職　｜　技能労務職

区 分 ｜　　　　　 松 戸 市　　　　　 ｜　　　　　　 国

松戸市の自己都合の最高限度額については、45年間勤続した率です。

1級　7級   3級 　4級 　5級   6級　7級　8級　9級　計

時間外

松戸市の職員給与等を公表

■㎜ ㎜㎜ ㎜ ■ 　 ･ ■■ ■■■ ■ ･ ■㎜

一般職員給与費の状況 （普通会計当初 予算）

給　　与　　費

松戸市 県内市分平均

千 円

13,344,748

千円

4,183,913

千円

6,930,315

千円

74,458,476

千円

7,301
135.9人 117.5人

平均給料　　　 ｜　　　平均年齢　　　｜　　　平均給料　　　　　　　 平均年齢

339,779円　　　41歳O月　　　1　　　795,814円　　　：　　　47歳4月

職員の初任給の状況 （平成 ８年 ４月１日現在）

初任給　I採用7年経過日の給料額

区　　　分　　　　 経験年数10年　　｜　　経験年数15年　　　　 経験年数70年

一般行政職

技能労務職

大学 卒

高校 卒

768,458 円

773,133 円

705,595 円

315,818 円

786,750 円

776,119 円

364,995 円

316,750 円

744,804 円

区分 

級
標準的な
職務内容

・職員数

構成比

参
考

17人 443人 147人 467人 364人 103人 148人 178 16人 7,073人|

0.6％　71.9％ 71.8％ 23.1％ 18.0％ 5％ 7.3％ 1.4％ 0.5％ 100%

7.7％ 73.1％ 75.7％ 70.7％ 150％　5.5％ 6.４％  1.3％  0.1％ 100％

７年度

６年 度

職 員 数

普通昇給期間(昇給した職員数)比　率

職　員　数

普通昇給期間(昇給した職員数)比　率

(Ａ)

17～7４月)を短縮して

(B) (B)/(A)

(Ａ)

１7～74(月)を短縮して

(B)(B)／(Ａ)

7,575 人

65 人

7.5 ％

-一一

7,574 人

63 人

7.4 ％

7,048人
-　-

38 人

1.9 ％

7,037 人

36 人

1.8 ％

577 人

77 人

5.1％

537人

77人

5.0 ％

期末手当
勤勉手当

退職手当

〔7年度支給割合〕 （７年度 支給割合）

勤勉手当
0.6月分
0.6月分
一 月分
1.7月分

期末手当
1.6月分
1.9月分
0.5月分
4.0月分

6月期
17 月期
3月期
計

職制上の段階，職務の級等による加算措置…有

6月期

17 月 期
3 月期

計

期未手当
1.6月分
1.9月分
0.5月分
4.0 月分

勤勉手
当

0.6月分
0.6月分
一月分
1.7月分

職制上の段階，職務の級等による加算措置･-･有

その他の加 算措置

定 年前早 期退職特例措置 （7 ％～70 ％加算）

退職時特別昇 給　 １号ｲ奉

支給率（８年度

勤続70年
勤続75年
勤続35年
最高限度額

自己都合
71.0 月分

33.75月分
47.5月分
60.0 月分

勧奨一定年
78.875月分

44.55月分
67.7　月分
627　月分

支給率（８年度）

勤続70 年

勤続75 年

勤続35 年

最高限度額

自己都合
71.0 月分
33.75月分
47.5月分
60.0 月分

勧奨・定年
34.165月分
44.55月分
67.7月分
67.7 月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（7％～70 ％加算）

退職時特別昇給

勤続70年以上　１号ｲ奉または7号奉

１人当たり平均支給額（ ７年度）

自己都合　　 勧奨 一定年

4,787千円　　71,100千円

一
般
行
政
部
門
 
 
特

別
行
政
部
門
 
 
公
営

企
業
等
会
計
部
門

議　　 会

総務企 画

税　　 務

民　　 生

衛　　 生

労　　働

農林水 産

商　　 工

土　　 木

教　　 育

消　　 防

病　　 院

水　　 道

下 水 道

そ の 他

0
73
0

7 ０

１
１

10 ６

３０

８
０

０
０

０

10 １
３

18 ０
０

77

13 ０

３

7
７
４

０

十13△ １

十　４
△１８

＋　１

十　1
△17

△7
＋30

＋　5
△7

△7
△ ４

文化国際対応、防災計画の策定等
欠員不補充
企画調整機能の強化等
課の統廃合等

農業委員会の強化
観光事業の充実
部・課の統廃合

課の統廃合 、欠員不補充

八ヶ崎消防署の設置

東松戸病院の診療科目の増等
営業所業務の統廃合
課の統廃合
市場事業の事務量の減等

部門　　｜平成６年  平成７年  平成８年   平成6年  平成７年　平成８年

3.1%　78.8％ 33.8％ 11.7％ 11.5％  3.1％  6.6％ 1.3％  0.1％  100％
一
般
行
政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

議　　 会

総 務 企 画

税　　 務

民　　 生

衛　　 生

労　　 働

農 林 水 産

商　　 工

土　　 木

小　 計

教　　 育

消　　 防

小　 計

特別行政

部門

普 通 会 計　 計

病　　院水　　道

下 水道
そ の 他

小　 計
。　　 計

77
483

156
667
434

18
76

353

7,159

668485

1,153

3,312

8｢?47

4 116
67

1,094

4,406

77

499

156

708

394

18

73

357

7,177

667

481

1,148

3,370

909

38

116

64

1,127

4,447

77

517

155

717

376

19

74

340

7,160

660

511

1,171

3,331

914

36

109

60

1,119

4,450

0 ＋5

＋　 １

＋ ９

△ ４

０

△7

△ １

十　 ８

＋17

十　 ７

＋ １９

＋77

＋90

0

0

十　7

＋97

+119

０

＋16
0

＋41
△ ４０

０
△　３
△　１

＋13

△　１
△　４

△ ５

＋　８

＋35

＋　１
０

△　３

＋33

＋41

０

＋ １３

△　 １

十　 ４

△ １８

＋　 １

十　1

△17

△17

△7

＋30

＋73

＋11

十　 ５

△　7

△　 ７

△　 ４

△　 ８

十　 ３

市　 長

助　 役

収 入 役

議　 長

副 議 長

議　 員

1,050,000円
860,000円以内

760,000円以内

770,000円

660,000円
590,000円

(7年度支給割合)

6月期　2.2月分
17月期　2.5月分
3月期　0.5月分
計　　5.2月分

扶
養
手

当
　
一
　
　
　
　

住
居
手
当
　
　
　
　
　

通
勤
手
当

配偶者　　　　　　　　　　　　16,000 円

配偶者以外の扶養親族のうち2人　　5,500円

配偶者なしの扶養親族のうち１人　11,000円

その他の扶養親族　　　　　　　　7,000 円

16歳～77歳までの1人につき加算する額2500円

借家・借間居住者

8,500円を超え17,000円以下の家賃支払者

家賃－8,500 円

17,000円を超える家賃支払者

(家賃－17,000 円) ×1/7 十8,5CO円

≦77,000 円

持家居住者　　　　　　9,3CO 円

その他の者　　　　　　7,0CO 円

40,000円以下の運賃………運賃の全額

40,000円を超える運賃

(運賃-40,000 円)×1/7 十40,000円

≦45,000円

同じ

異 なる

同じ

国の場合

借家・借間居住者

17,000 円を超え73,000 円以下の家賃支払者

家賃-17,000 円

73,0CO 円を超える家賃支払者

(家賃一23,000円)×1/2十11,000円

≦27,000円

持家居住者

新築・購入後５年間　　7,500 円

その他の者　　　　　　1,000 円

７年度

６年度

支　　 給　　 総　　 額

職員 １人当たり 支給年 額

支　　 給　　 総　　 額

職員 １人当たり 支給年 額

999,406 千 円

353 千 円

954,367千円

335 千 円

区　　　　　　 分

職員全体に占める手当支給職員の割合

支 給 対 象 職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額

手 当 の 種 類 （手 当 数 ）

59.532円

等収集処理手当、税務手当
代表的な手当の名称

支給総 額の多い手当

多 ＜の職員 に支給さ

れている手当

広報 1996年(平成８年)12月５日



情報

※ タイト ルが色刷りのものは、市の主催です。

催

し

物

障
害

者

児

と

い
っ
し

よ

に
ミ

ュ

ー
ジ

カ

ル

を
観

る
会

①
1
2
月
2
0
日
(
金
)
午
後
２
時
②
2
1
日

(
土
)
午
後
１
時
3
0
分
会
場
野
田
市
文

化
会
館
　
内
容
バ
レ
ー
物
語
「
く
る

み
割
り
人
形
」
　
費
用
無
料
（
整
理

券
が
必
要
）

※
こ

の
公
演
の
た
め
の
募
金
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
郵
便
振
替
口
座
番

号
0
0
1
5
0

－

６
－
5
5
7
8

0
6
／
障
害
者
児
と
共
に
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
観
る
実
行
委
員
会

圃
電
話
で
山
口
 
4
5・
4
5
7
3
番
へ

健
康

カ

ラ

オ

ケ

コ

ン
テ

ス

ト
決

勝
大

会

1
2
月
1
9
日
(
木
)
午
後
６
時
～
８
時
5
0

分

会
場
市
民
劇
場

費
用
入
場
無

料同
健
康
カ
ラ
オ
ヶ
普
及
会
・
冨
永

4
1
・
3
6
2
3
番

森
の
ス
タ
ジ
オ
体
験
会

!
2
月
８
日
(
日
)
午
後
２
時
～
４
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1森
の
ス
タ
ジ
オ

内
容
本
格
的
な
映
像
・
録
音
ス
タ
ジ

オ
を
使
っ
て
テ
レ
ビ
番
組
の
製
作
を

体
験
す

る
　
持
ち
物
ｖ

Ｈ
ｓ

ビ

デ
オ

テ
ー
プ
一
本

（
制
作
物
の
コ
ピ
ー
を

希
望
す
る
人
）
　
費
用
無
料

匝
1
2月
７
日
出
ま
で
に
、
電
話
で
森

の
ホ
ー
ル
2
1
 
8
4
・
5
0
5
0

番
へ

松
戸

こ

ど

も

か
る

た

大

会

１
月
1
9
日
(
日
)
午
前
1
0
時
か
ら
　
会

場
森
の
ホ
ー
ル
2
1レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
　
費
用
三
百
円

惠
1
2
月
2
7
口
(
金
)
ま
で
に
、
所
定
の
申

込
用
紙
（
こ
ど
も
課
に
あ
り
）
で
こ

ど
も
課
へ

圃
こ
ど
も
か
る
た
大
会
世
話
人
・
田

中
容
6
2・
2
7
8
5

番

行　 事　 名　 ｜　日　 時　｜　講　 師　|対象定員
用
電
話
で
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
 
4
5
・

８
９
Ｏ
Ｏ
番
へ

借

地

借
家

の

無
料

相

談

1
2月
1
3日
金
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

頁
松
戸
借
地
借
家
人
組
合

・
外
谷

登

4
5・
3
5
4
8

番

屋

外

バ

レ

エ
公

演
会

1
2
月
８
日
(
日
)
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
寺
嶋
文
化
会
館
前
（
柏
駅
徒
歩
五

分
）
　
内
容
山
口
恵
子
バ
レ
エ
ス
タ

ジ
オ
ほ
か
に
よ
る
「
く
る
み
割
り
人

形
」
費
用
無
料

讐
締
寺

島
文
化
会
館

容
０
４
７
１
・

6
7・
6
1
5
3

番

家

族

で

ハ

ッ

ピ

ー

ウ

ィ

ー

ク

２
月
１
日
(
土
)
～
２
日
(
日
)
（
一
泊
一
．

日

）
　

会
場

手
賀

の
丘
少

年
自

然

の

家

対

象
小

・
中

学

生
の
親

子

・
家

族

・

高

齢

者
　

定

員

先

着

八
十

人

内

容

バ

ー

ド

ウ

ォ
チ

ン

グ
・

餅

つ

き
・
伝

承
遊

び
　

持
ち
物
上

履

ぎ

・

野

外

活

動

が
で

き

る

服

装

・

洗
面

用

具

・
ね

ま
き

・
健

康
保
険

証

な
ど

費
用
二
千
五
百
円

團
電

話
で
手

賀

の
丘
少

年

自
然

の
家

容
０
４

７
１

・
9
1
・
1
9
2
3

番

へ

現
代
産
業
科
学
館
の
催
し

内 容　　｜　　日 時　　| 対象一定員｜費用
軍
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
県
立
現

代
産
業
科
学
館
登
7
9・
2
0
0
5
番
、

7
9・
2
2
2
1

番
へ

再

生

自

転

車

を
即

売

1
2
月
!
5
日
(
日
)
～
1
7
日
天
、
午
前
８

時
3
0分
～
午
後
３
時

会
場
生
き
が

い
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
交
通
五
香
駅
束

口
か
ら
新
京
成
バ
ス
「
小
新
山
」
行

き
ま
た
は
「
柏
陵
高
校
」
行
き
で
、

新
栄
町
人
口
下
車
　
販
売
台
数
四
卜

台

（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）
　
価
格

五
千
円
～

．
万
一
千
円

舞
囲
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
登
8
4・
3
1
9
1

番

労

災

職
業

病
な

ん

で

も

相

談
会

1
2
月
2
1
日
(
土
)
午
後
１
時
～
４
時

会
場
船
橋
中
央
公
民
館
内
容
弁
護

士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
な
ど
に
よ
る
相
談
会
　
葦

用

無
料

圃
晋
日
会
場
で

醫
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
 
0
4
3
・
2
2
5
・

４
５
６
７
番

小

金

原

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

ニ

十

周

年

記

念

合

同

芸

能

発

表

会

1
2
月
８
日
(
日
)
午
前
９
時
3
0
分
～
午

後

４
時

会

場
小

金
原
市

民
セ

ン
タ

ー
　

内

容

カ
ラ
オ

ケ

・
日
舞

・
民

踊

民
舞

・
詩
吟

・

ダ
ン
ス

ほ
か
　

費
用

無
料

群
小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
 
4
4
・

8
2
7
0

番

と

も
し

び

読
書

会

1
2
月
1
9
日
(
木
)
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

り
り
ょ
う
　
さ
ん
げ
っ
き

内
容
「
李
陵
・
山
月
記
」
中
島
敦
著

鬻

用
八
百
円

（
初
回
は
無
料
）

鵞
高
橋
 
8
6・
3
8
4
4

番

と

き

わ

平

少
年

少
女

合

唱

団

ク

リ

ス

マ

ス
コ

ン

サ

ー
ト

1
2
月
2
2
日
(
日
)
午
後
５
時
～
６
時
3
0

分

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

費
田

二
百
円

同
加
藤
 
8
4
・
6
0
7
9
番

奥

様

生

け

花
会

（
ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

）

1
2
月
1
9
日
水
午
前
1
1
時
～
午
後
２

時

会
場
市
民
会
館

内
容

ク
リ
ス

マ
ス
と
お
正
月
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

眥
脚
二
千
円

（
花
代
込
み
）

興
水
 
6
3・
2
7
8
6

番

史
跡

見

学

会

1
2
月
７
日
(
土
)
午
後
１
時
Ｊ
Ｒ
金
町

駅
北
口
集
合
、
午
後
４
時
解
散
（
雨

天
中
止
）
　
内
容
金
蓮
院
・
し

ば
ら

れ
地
蔵
・
半
田
稲
荷
・
葛
西
神
社
な

ど
　
費
用
三
百
円

圉

当
日
現
地
で

圜
松
戸
史
談
会
・
神
尾
公
4
1・
2
4

5
8
番

お

は

な

し

キ

ャ
ラ

バ

ン

松

戸

東

・

西

・

中

央

子

ど

も

劇

場

低

学

年

合

同

例

会

１
月
1
5
日

冊
①

午
後
２

時
～

３

時

2
0
分
②
午
後
４
時
4
5
分
～
６
時
1
5
分

会

場
市

民
会

館
　

内

容
人

形
劇

団

ひ

と

み
座

「
ゲ
ゲ

ゲ
の
鬼
太

郎
」
　

費

用
千
五
百
円

松
戸
東
子
ど
も
劇
場
・
荒
井
 
8
4
・

0
5
0
4

番

松

戸

音

楽

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

第

三

弾

「
動

物

さ

ん

た

ち

、

で

て

お

い

で

Ｉ
・
コ

ン

サ

ー

ト

」

1
2
月
1
4
日
(
土
)
午
後
２
時
3
0
分
～
４

時

会
場

市
民
会

館

内

容
「
あ
ん

さ

ん
ぶ

る

・
む

げ
ん
」

の
歌

と
演

奏

費
用
二
千
三
百
円
（
四
歳
以
上
）

松

戸
西
子

ど

も
劇

場
・
森

田
音
6
1・

1
6
0
6

番

お

も

し

ろ

ワ

ン

ダ

ー

ラ

ン

ド

「
ハ

ッ

ピ

ー
ウ

イ

ー

ク
エ

ン

ド
」

1
2
月
1
4
日
(
土
)
午
前
９
時
手
賀
の
丘

少
年
自
然
の
家
集
合
内
容
手
賀
沼

周
辺
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
 
持
ち
物
散
策

の
で
き
る
服
装
・
筆
記
用
具
・
持
っ

て
い
る
人
は
双
眼
鏡
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
千
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

０
４
７
１
・
9
1・
1
9
2
3

番
へ

期 日 ｜　 会　 場　　　｜　 時　 間　　｜　プログラム

対象３～９歳 費用無料 でんわおはなしキャラバン77-0000番

※図書館利用カードをお持ちく ださい。

圖市立図書館*165-5115 番

ス
ポ
ー
ツ

市

民

バ

ド
ミ

ン

ト

ン
混

合

ダ
ブ

ル

ス
大

会

１
月
1
2
日
(
日
)
午
前
９
時
～
午
後
７

時
　
会
場
運
動
公
園
体
育
館
　
内
容

一
部
～
四
部
 
対
象

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
 
費
用
登
録
者
一
人
千

一
百

円

・
未
登
録
者
一
人
千
五
百
円

軍
1
2
月
2
0
日
(
金
)
ま
で
に
、
所
定
の
振

込
用
紙
ま
た
は
現
金
書
留
で
、
干
2
7
0

松
戸
市
小
金
原
九
の
二
の
一
二
磯
野

照
磨
（
4
1

・
7
7
3
4
番
）
へ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

１
月
1
1
日
～
３
月
2
9
日
の
毎
週
上

曜
日
、
午
前
８
時
～
９
時
4
5
分
会

場

甲
央
公

園
庭
球
場

対
象

市
内

在

住
・
在
勤
者
　
定
員
七
十
人
（
抽
選
）

眥

用
九
千
円

（
保
険

料

を
含
む
）

惠
1
2
月
1
3
日
(
金
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号

・
返

信
用

の
あ
て
名
を
記

入
し

て
、

〒
2
7
0
松
戸
北
郵
便
局
私
書
箱
箱
一
二
号

松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・
平
木
（
3
0
。

４
１
１
２
番
）
　
へ

雪

に

親

し

む

会

（
ス

キ

ー

）

２
月
８
日
(
土
)
午
後
1
0
時
伊
勢
丹
松

戸
店
前
集
合
、
２
月
1
1
日
動
午
後
９

時

帰
着

予
定
　

行

き
先
山
形

県

蔵
王

ス

キ

ー
場

定
員
先

着
三

十
八
人

費
用
四
万
一
千
円
（
往
復
バ
ス
代
・
宿

泊

費
・
保

険
料

・
レ
ッ
ス
ン
料
を
含

む
）

※
別
料
金

で
技

能
テ

ス
ト
あ

り

圃
松
戸
市
ス
キ
ー
連
盟
‐
高
橋
＆
6
2
・

1
8
0
0

番

（
口
曜

、
祝
日

を
除
ぐ

午

前
９

時
～
午

後
７

時
）

21 世紀の森と広場の

点字案内書ができました

市

民

ス

キ

ー

大
会

兼
県

民

体

育

大

会

代
表

選
考

会

１
月
1
9
日
(
日
)
　
会
場
栃
木
県
メ
イ

プ
ル
ヒ
ル
ス
キ
ー
リ
ソ

ー
ト
　
種
目

大
回
転
　
費
用
個
人
戦
二
千
円
・
団

休
戦
（
十
人
ま
で
）
五
千
円

匣
1
2月
2
5日
水
ま
で
に
、
電
話
で
松

戸
市
ス
キ
ー
連
盟
・
高
橋
 
6
2・
1

8
0
0
番

（
日
曜
、
祝
日
を
除
ぐ
午

前
９
時
～
午
後
７
時
）
へ

※
１
月
1
6
日
(
木
)
午
後
７
時
か
ら
市
民

劇
場
で
選
手
会
（
プ
ロ
グ
ラ
ム

ー

ゼ
ッ
ケ
ン
を
配
布
）
を
行

い
ま
す

軽

ス

ポ

ー

ツ

教

室

教室名　 　日時　｜　会場　|費用　問い合わせ
圃

当
日
会
場
で

身 体障 害 者福 祉 セ ンタ

ー内 点 字 図 書館 お よ びパ

ークセンター にあり ます。

どうぞご利用ください。

囲パークセンター 45-

８９ＣＯ番

12/11(水

) 25((

水)１／８(水

) 10(

金)14(

火)16(

木)17(

金)22(

水)23(

木)24(

金)

図 書 館 本館

新 松 戸市 民 セン タ ー

小 金 分 館

小 金 原 市 民 セ ン タ ー

常 盤 平 市民ｾﾝﾀｰ

図 書 館 本 館

二 十 世 紀 が 丘

市 民 セン タ ー

馬 喬 市民 セ ン タ ー

午後3時30分～

４時

午後３持～4時

午後3時～

3時40分午後3時～4時

午後3時30分～

4時午後3時～4時

人形劇 ほか

ページサード

ほか

アニメーション

人形劇

紙芝居 ほか ・

アニメーション
人形劇

紙芝居 ほか

アニメーション

人形劇

グ ラウンド ・ゴルフ

グ ラウンド ・ゴルフ

※鉛筆持参

ソフト バレ ーボ ール

ラージ ボール卓 球

イン ディアカ

12/8(日)
午前９時～正午

12/15(日)

午前９時～正午

高木小学校

校庭馬橋比小学校

校庭

新松戸西小学

校体育館

無料

体育指導委員
宍戸 89-8415番

体育指導委員
木下 45―3429番

体育指導委員
加藤 43 9830番

体育指導委員
宮崎 46-43

27番体育指導委員
梶野 42-2602番

産業たんけ人隊
(オリエンテー

リング)

サイエンス
シネマ

｢ビッグバン｣

身近かなサイエ
ンス教室
｢親子でキャンド
ルをつくろう｣

1２/14(土)

午前10時50分～
正午

15(日)
午後1時～2時

21(土)
午前10時30分～

正午

小学生20人

(当日先着)

150人

(当日先着)

ﾉ｣存 生親子
12組

(要予約)

無料

保険料

120円

2
1
世
紀
の
森
と
広
場
パ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
の
催
し

森のクラフト教室

｢木の実で作るクリスマ

スオーナメント｣　 ※

園芸教室

｢家庭で育てやすい古典

植物｣

こども自 然体験

｢冬のし ぜんを楽しもう｣

12/15( 日)

午後1時30分～

３時30分

22(日)

午後130分～

3時1/11(土)

午後1時30分～

３時30

分

フラワーインスト

ラクター

常光 賀世子氏

みど りの相談員

渡辺重吉郎氏

自然解説員

佐藤 隆士氏

中村　 忠昌 氏

28 人

一

25 人

小1～小6

20 人

費用無料（※のみ材料費300円）

市役所の代表電話は       6

6-1111番
代表FAXは        63-
3200番

広報 1996年(平成８年)12月５日

チャンネル



講
座
・
講
演

危

険

物
取

扱

者

保

安

講

習

（
義

務

講
習

）

対
象
危
険
物
取
扱
者
免
状
所
持
者

の
内
、
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し

て

い
る
人
で
、
免
状
の
交
付
を
受
け

た
日
、
ま
た
は
講
習
を
受
け
た
日
か

ら
三
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る

人
な
ど
。

講習日　対象施設　|会場
惠
1
2
月
９
日
(
月
)
～
1
3
日
金
の
問
に
、

受

講

申
請

書
（
消
防

局

・
各

消
防

署

で
配
布

）
・
免

状
・
印

鑑

・
県

収
入

証

紙
四
千
七
百
円
分
（
市
役
所
内
銀
行
・

束
葛

飾
支

庁
・
警
察
署

で
販

売
）

を

持
っ
て

消
防
局

内
松

戸
市

危
険
物

安

全
協

会
（
容
6
3
・
1
1
1
1

番

）
へ

卵

殻

モ

ザ

イ

ク

絵

画

実

習

会

1
2
月
1
3
日
(
金
)
・
1
9
日
(
木
)
の
各
午
後

１
時

～
午

後
３

時

会

場
ト

ー
カ
ン

ビ

ル
ニ

階

（
松
戸

一
四

八
五
番

地

）

持
ち
物
小
皿
・
手
ば
さ
み
定
員
先

着
十
二
人
　
費
用
四
千
五
百
円

車
電

話

で

ア
ー
ト

ラ
ン
ま

つ

ど
・
大

沢

登
8
3・
0
0
3
0

番

へ

冬

の

陶

芸

一

日

教

室

1
2
月
９
日
(
金
)
午
前
９
時
3
0
分
・
午

後
Ｏ

時
1
5分

・
午
後

３
時

か
ら
（

都

合

の
良

い
時
間
一
回
）

会
場

陶
松
（
市

立
病
院
裏
）
定
員
先
着
十
二
人
　
費

用

五
百

円

（
陶
士

・
焼
代

き
別

）

軍
電

話

で
縄
文

土
器
を
作

る
会
・
小

堀

昔
6
8・
7
7
2
6

香

へ

健
康
づ
く
り
講
座
「
四
十
歳
か

ら
の
健
や
か
ラ
イ
フ
・
今
日
か

ら
始
め
る
健
康
づ
く
り
」

会
場
小
金
保
健
セ
ン
タ
ー
定
員

先
着
三
十
人
（
二
口

問
参
加
で
き
る

人
）
　
費
用
無
料

日　時　　　｜　 内　容
痢
電

話

で
小

金
保

健
セ
ン
タ
ー
 
4
6・

５
６
０
１
番
へ

日

舞

新

舞

踊

講

習
会

①
1
2
月
８
日
(
日
)
午
後
１
時
～
４
時

②
９
日
(
月
)
午
後
２
時
～
５
時
③
1
0
日

肉
午
後
１
時
～
３
時
会
場
①
③
新

松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
②
ハ

ケ
崎
市
民

セ
ン
タ
ー
　
費
用
五
百
円

圜
松
戸
邦
楽
会
 
・
 
藤
間
 
4
2
・
2
1

7
1
番

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー
（
三

級

課

程

）

養

成

研

修

２
月
４
日
(
火
)
・
６
日
(
木
)
・
1
0
日
(
月
)
・

1
3
日
(
木
)
・
1
8
日
(
火
)
・
2
0
日
(
木
)
・
2
5
日

(
火
9
、
３
月
1
1
日
(
火
)
・
1
4
日
(
金
)
・
1
8
日

(
火
)
・
2
5
日
(
火
)
・
2
8
日
(
金
)
（
全
十
ニ
回
）

会
場

衛
生

会
館

ほ

か
　

対

象
市

内
在

住

で

ホ
ー
ム

ヘ
ル

プ
事
業

に
従

事
を

希

望
す

る
人

、
ま

た
は
従

事
し

て

い

る

人

な

ど

で

全

回

参

加

で

き

る

人

定
員
五
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
一
万

．
千

円

（
テ
キ

ス
ト
代

を
含

む

）

匣
1
2
月
1
2
日
(
木
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電

話
番
号

・
受

講
目

的
を

記
入
し

て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二
九
九
の

一
(
財
)
松
戸
市
福
祉
公
社
研
修
係
（

6
8・
2
9
4
1

番

）
へ

保
健
・
衛
生

酒

の

悩

み

ご

と

相

談

・

家

族

教

室
1
2
月
1
2
日
(
木
)
・
2
6
日
(
木
)
の
各
午
後

２

時

～

４

時
　

会

場

松

戸

保

健

所

内

容
ア

ル
コ

ー
ル

依
存
症

の
人

と
そ

の
恐

れ
の

あ
る
人

や
家
族

を
対

象
に

専

門
医

師
と

精
神

保
健

福
祉

相
談
員

に
よ

る
相
談
　

費

用
無
料

※
断

酒

会
等

で
酒

を
や

め
て

い
る
人

は
参

加
で

き
ま
せ

ん

。

罵
電

話
で
松
戸
保
健
所
予
防

課

昔
6
1・

2
1
2
1
1
番

へ

三

歳

児

健

康

診

査

対

象
平

成
５

年
８
月

生

ま

れ
の
幼

児

健

診
日
1
2
月
1
0
日

・
1
7日

の
各

火
曜

日
 

会
場
松

戸
保

健
所

糸
該
当

者
に

は
通
知

を
送

り
ま
し

た

が
、
届
か
な
い
場
合
は
ハ
ガ
キ
に

左
記
要
領
で
記
入
し
て
、
】
〒
2
7
1
松

戸
市
小
根
本
七
松
戸
保
健
所
指
導

課

（

昔
6
1・
2
1
2
1

番

）

へ

日

本

大

学
松

戸

歯

学

部

公

開

講

座
1
2月
1
4日
出
午
後
１
時
3
0分
～
４

時
3
0分

会
場
日
本
大
学
松
戸
歯
学

部
内
容
テ
ー
マ
「
口
の
悪
い
あ
の

人
の
悩
み
」
①
講
演
「
口
臭
症
と
心

身
医
学
－

口
臭
の
原
因
と
そ
の
臨
床

的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
「
咬
み
合
わ
せ
と
耳

の
異
常
」
②
実
技
（
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

指
導
）
　
費
用
無
料

圜
同
大
学
教
務
課
公
開
講
座
係
・
吉

田
 
6
8・
6
1
1
1
番

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・
B
C
G
予
防
接
種

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
　

だ
さ

防
接
種
を
左
表
の
と
お
Ｉ

実
施
し
ま
　

※
旧

す
。
生
後
三
ヵ
月
以
上
四
歳
未
満
で
　
　

集

予
診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
直
　
　

で

接
各
保
健
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
の
市
　

冐
保

民
健
康
相
談
室
で
申
し
込
む
か
、
（
　

７
４

ガ
キ
記
入
要
領
で
、
申
し
込
ん
で
く

ハガキ記入要領
ツベルクリン反応・ＢＣＧ日程表

だ
さ
い
。

※
旧
問
診
票
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

集
団
接
種
会
場
で
交
換
し
て
接
種

で
き
ま
す
。

冐
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

登
6
6・

7
4
8
4
番

会　　場　ツベルクリン

反応

骨
粗
鬆
症
健
診

検
査
日
時
①
２
月
1
0
日
(
月
)
②
1
2
日

水
③
2
5
日
(
火
)
、
各
午
前
９
時
3
0
分
～

1
1時
3
0分
と
午
後
１
時
3
0分
～
３
時

3
0分

会
場
①
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
⑦
中
央
保
健
セ
ン
タ
丈
③
小
金
保

健
セ
ン
タ
ー
　
対
象
市
内
在
住
の
二

卜
五
歳
の
女
性
（
妊
娠
中
の
人
を
除

く
）
　
検
査
方
法
エ
ッ
ク
ス
線
を
指

の
骨
に
照
射
し
て
検
杏
　
定
員
先
着

募
集
し
ま
す

平

成

９

年

度

成

田

赤

十

字

看

護

専

門

学

校

看

護

学

生

募

集

出
願
期
限
１
月
1
7
日
(
金
)
　
試
験
日

１
月
3
0
日
米
・
3
1
日
(
金
)
　
募
集
人
員

三
十
人
（
男
子
も
応
募
可
）
　
応
募
資

格
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）

ま
た

は
文

部
人

臣

が
同

等
以

上

の
学

力
を

有
す

る
と
認

め
た
人

圃

成
田
赤

十
字
看

護

専
門
学

校
 

０

４
７
６

・
2
2
・
2
3
1
1

内
線
3
8
1番

六
百
人
　
費
用
五
百
円

※
応
募
の
結
果
・
受
診
案
内
は
、
後

日
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

惠
1
2
月
3
1
日
(
火
)
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
生
年
月
日
を
記
入
し
て
、
干

2
7
1
松
戸
市
竹
ケ
花
七
四
の
三
松
戸
市

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
課
検
診

係

（
昔
6
6・
7
4
8
7

番
）
へ

パ
ー
ト
(
訪
問
看
護
婦
・
看
護

助
手
・
薬
剤
師
)
募
集

対
象
訪
問
看
護
婦

・
薬
剤
師
＝
四

十
歳
ま
で
の
有
資
格
者
、
看
護
助
手

＝
四
十
五
歳
ま
で
　

勤

務
先

市
立

東
松
戸
病
院
　
募
集
人
員
若
干
名

※
市
内
の
施
設
に
勤
務
し
て
い
る
人

は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

棘
市
立
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東
松
戸

病
院
総
務
課

登
9
1・
5
5
0
0

番

歯

を

大

切

に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
三
十
七
　
い
ろ
い
ろ
な
歯
の
痛
み

歯

が
痛

い
の
は

、
本
当

に

い
や

な
も

の
で
す

。
ひ
と

く
ち

に
歯

が

痛

い
と

い

っ
て

も

、
そ

の
原
因

は

さ
ま

ざ
ま

な
も
の
が
あ
り
ま
す

。

今

回
は

歯

の
痛
み
を

原
因

別
に
分

類
し
て

み
ま
し

ょ
う

。

歯

の
痛
み

は
大

き
く
分

け
て

、

歯

の
内

部

の
痛
み
と

歯

の
周
囲

組

織

か

ら
起
き

る
痛
み

が
あ
Ｉ
ま
寛

歯
の
内

部

の
痛
み
は

、
歯
髄

（
歯

の

中

に
あ

る
感

覚
神

経
）

が
関
係

し

て

い
ま

す
。
虫

歯

に
な

っ
た
り

、

歯
が
欠

け
た
り

し
て

歯

の
一
番
外

側
を
覆

っ
て

い
る

エ
ナ

メ
ル
質

か

な
ぐ
な
り
象
牙

質

が
露
出

す
る
と

、

象
牙

質

に
は

神
経

の
末
端

が
分

布

し

て

い
る
た

め
痛
み

を
感

じ

る
よ

う

に
な

り
ま

す
。
こ

の
場

合
は

、

ま

ず
冷

た

い
も
の

や
甘

い
も

の
に

対
し
て
歯
が
し
み
る
、
と
い
う
症

状
が
発
生
し
ま
す
。
歯
周
病
な
ど

で
歯

の
根

が
露
出
し

た
と

き
も

、

回
し
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
。

第

一
段

階

で
は

、
し
み

る
原
因

に
な

っ
た
も

の

が
な
く

な
る
と

、

直
ち

に
痛
み

が
な
く

な

っ
て
し

ま

い
ま
す

。
こ

れ
は

、
ま
だ

歯
髄

組

織

が
炎

症
を
起

こ
し
て

い
な

い
た

め

、
単

な
る
知

覚
と
し

て

の
痛
み

を

感
じ

た
だ
け

だ
か
ら

で
す

。
ま

だ
大
し

た
こ
と

は
な

い
と
我

慢
し

て

い
る
と
、
こ

の
状
態

が
し

ば
ら

ぐ

続

い
た
あ
と

、
刺

激
が

な
く
な

っ
て
も
し

ば
ら

く
痛
み

が
続

く
よ

う

に
な

っ
て

き
ま
す

。

い
よ

い
よ

歯

髄
に

炎
症

が
起
こ

っ
て

き
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
も
う
少
し
我
慢

し

て
み

ま
し

ょ
う
。

だ

ん
だ
ん
と

痛
み

が
残
る
時

間

が
延

び
て

き
ま
す

ま

だ
な

ん
と

か

な
る

さ
。
そ

の
う
ち

直
る

だ
ろ
う

と

思

っ
て

い
る
と
、

今
度

は
熱

い

も
の

が
し

み

る
よ
う

に
な

っ
て
き

ま

す

こ
の
段

階
で
歯

髄
は
細
菌
に

感

染
し
て

、
化

膿
性

の
炎

症
を
起

こ

し
始

め
た

の
で
す

。
こ
こ

ま
で

来
る
と

後
戻
り

は
で

き
ま
せ

ん
。

で
も
ま
だ
我
慢
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

次

の
段

階
で

は
、

お
風
呂

に
入

っ
た
り

、
夜
布

団
に
入

っ
て

体

が

温

ま

っ
て
く

る
と

ズ
キ
ズ

キ
と
痛

く

な
っ
て
く

る
状

態
に

な
り
ま

す
。

つ

い
に

歯
髄

は
ほ
と

ん
ど

の
部
分

で

細
菌

感
染

を
起
こ

し
て
し

ま

い

水
道
週
間
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集

テ
ー
マ

水
の

人
切

さ

・
水

の
有

効

利

用

を
訴
え

る
も

の
　

規
格

ポ
ス

タ

ー
＝
Ｂ
３
判
（
三
十
六
セ
ン
チ
×
五
十
二

言

イ

ラ
ス

ト

・
版
画

も
可

、
標
語

＝
ハ
ガ
キ
ー
枚
に
一
点
　
応
蔓
貫
格

県

内
在

住

の
人

匝
１
月
3
1
日
(
金
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
応

募

作
品

に
学

校
名

ニ
ア
年
（
職

業
）
・

住
所
・
氏
名
(
ふ
り
が
な
ご
年
齢
・

電

話
番

号

を
記

人
し

て

（
学

校

・
グ

ル

ー
プ
単
位

で

の
応
募

は
名
簿

を
送

付
）
、
〒
2
6
0
千
葉
市
中
央
区
長
洲
一
の

九
の
一
千
葉
県
水
道
局
管
理
部
総
務

企
画
課
広
報
統
計
班
（
0
4
3
・
2
2
3
・

4
5
0
0
番
）
へ

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
入
賞

者
は
平
成
９
年
６
月
1
日
号
の
県

水
だ
よ
り
で
発
表
し
ま
す
。

※
全
員
に
参
加
賞
あ
り
。

ま
し

た
。

そ
ろ
そ

ろ

、
冷
た

い
も

の
で
は
し

み

な
ぐ

な
っ
て

き
ま
す

。

む
し

ろ
、

冷
た

い
も

の
で
痛

ん
だ

所
を

冷

や
し
て

や
る
と

、
痛
み

が

ひ

い
て

い
き
ま

す
。

さ
あ
、

痛
ぐ

て
痛

ぐ
て

ど
う
し

よ
う

も
な

く
な

る
の
は
も
う
す
ぐ
で
す
。
も
弓
少

し
我

慢
し

ま
す

。

つ
い
に
ス

キ

ン
ス

キ
ン
と

痛
ぐ

な

っ
て
き

ま
し
た

。
し

か
し

、
せ

っ
か
く
こ

こ
ま
で

我
慢

し
た

ん
だ

か
ら

根
性

で
耐
え

抜

い
て
み

ま
し

ょ
う

。
ほ

と
ん

ど
鎖
痛

剤
も

効
き

ま
せ

ん
。
頑

張
り

ま
し

ょ
う

。
こ

の
問

に
歯

髄
は
化

膿
し

て
、

だ
ん

だ

ん
と
そ

の
命

を
失

っ
て

い
き
ま

す

。
歯
髄

が
令

部
化
膿

し
て

死
ん

で
し

ま
え

ば
、

歯
の
内

部

の
痛
み

は

お
し
ま

い
で

す
。

や
れ

や
れ
、
こ

れ
で

安
心
・
：
で

は

あ
り
ま
せ

ん
。
こ

れ

か
ら
細

菌

は
歯

の
外

側
、

体
の
中

、

つ
ま
り

骨

の
中
へ

出
て

い
く
こ

と

に
な
り

ま
す

。

根

性
で

我
慢
し

た
結

果

は
、
次

回

お
話
し

し
ま
し

ょ
う

。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
)

平

成

９

年

度

筑

波

大

学

附

属

盲

学

校

幼

稚

部

・

小

学

部

の

幼

児

・

児

童

を

募

集

出
願
期
間
１
９
一
月
９
日
(
月
)
～
1
3
日
(
金
)

入
戀
選
考
日
１
月
2
8
日
(
火
)
　
対
象
視

覚

障
害

の
あ

る
幼
児

・
児

童
　

募

集

人
員

幼
稚

部

＝
年
少

・
年
長

組
各

二

人

、
小

学
部

―
一
年

盲
学

級
六

人

・

弱

視

学

級

若
千

名

、

各

学

年

転

入

盲

・
弱
視

学
級

若
干
名

栗
筑
波
大
学
附
属
盲
学
校
(
〒
1
1
2
文

京
区

目
白

台
三

の
二

七
の
六
）
合
0
3・

３
９

４
３

・
5
4
2
1

番

①住所

②電 話番号

③幼児氏名

④幼児生年月日

⑤保護者氏名

⑥転入年月日

2/12

(水)-

20

(木
)

午前

一

午後

午前

午後

給油取扱所その他

その 他

コンビナ ート

千

葉
市
文
化
セ
ン

タ
ー

（
千
葉
市
中
央
区
)

1/28(火)

午前9時50分

～正午

29(水)

午前9時50 分

～午後1時30分

自分に合った健

康づ＜リを考え

よう

調理実習｢いきいき健康

メニュー｣

ハガキ記入要領

中 央 保 健 セ ン タ ー

五 香 市 民 セ ン タ ー

東 部 市民 セ ン タ ー

馬 橋 東 市民 セ ン タ ー

健 康 増 進 セ ン タ ー

常 盤 平 市民 セ ン タ ー

明 市 民 セ ン タ ー

古 ケ 崎 市 民 セン タ ー

稔 台 市 民 セ ン タ ー

小 金 原 市 民 セン タ ー

新 松 戸 市民 セ ン タ ー

小 金 保 健 セ ン タ ー

馬 橋 市 民 セ ン タ ー

六 実 市 民 セ ン タ ー

ニ十世紀が丘市民センﾀｰ

1/20( 月)

2/17(月)

1/14(火)

2/18(火)

1/6(月)

2/10(月)

1/7(火)

２／４(火)

1/27(月)

2/19(水)

1/22(水)

1/21(火)

1/28(火)

2/25(火)

１／８(水)

2/

２／ ３(月

)１／２９(水)

2/24(月)

1/22(水)

2/19(水)

1/16(木)

2/20(木)

１／８(水)

２／１２(水)

1/ 9(木)

２／６(木)

1/29(水)

2/21(金)

1/24(金)

1/23(木)

1/30(木)

2/27(木)

１／１０(金)

２／７(金)

２／５(水)

1/31(金)

2/26(水)

時
間
｛
　
　
午
後
１
時
～
２
時
1
5
分
（
予
診
票
が
あ
れ
ば
予
約
不
要
）

広報 1996年(平成8年)12月５日



シリーズ 人と動物第1回イヌの進化『イヌの誕生とイヌ科の動物』

日時･･･12月２１日(土)

午後２時～４時

会場…文化ホール

対象…中学生以上

講師…(財)東京動物園協会

学芸員　 井内　 岳志氏

定員…先着３０人

費用…無料

予 告

｢シ リ ー ズ　 人 と 動 物｣

こ のシリ ーズは 、ペッ ト化さ れた

動 物・都市 の中の 絶滅し つつある 稀

少動 物など 、知っ ている よう で 知ら

れて いない 動物と人 間の 関わり 合い

を取 り上げ ます。

第2回「イヌ＝群れから単独動物へ・

群れ 社会 から人間 社会 への対応｣ は 、

平成9年2月8日(土)午後2時～4時、文

化 ホール で行い ます。

日時･･･１２月２６日(木)

午 後２時 ３０ 分 ～ ３時 ３０ 分

会 場 … 市 民 会 館 プ ラ ネ タ リ ウ ム　|･

対 象 … 小 学 生( ４年 生 以 上)･ 中 学 生

講 師 … プ ラ ネ タ リ ウ ム 職 員

定 員 … 先 着３０ 人　　　　　　　

費 用 … 無 料

慝い ずれも午前10 時から、電話で文化ホール ６７－７８１０番へ（月曜日は休館）

公演日時｜　　　公　演 ．名　　　|会 場| 料　 金

3月７日(金)午 後6時30 分

立 川 志 の 輔 独 演 会

2月9日(日)午後2時

森のホール21音楽祭
主な 演奏曲 目

バッハ：オーボエとヴァイ

オリンのための協奏曲二短

調BWV1060 ・

ヴァイオリン協奏曲第2 番

ホ長調BWV1042

モーツァルト：ディヴェル

ティメントニ長調K.  136
音楽監督：豊嶋泰嗣

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス

………S66-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜･ 午前９時～翌日午

前９時

◆夜間急病診療所…登68-3756 番

衛生会館内･毎日午後8 時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

………S65-3430 番

衛生会館内･午後８時～11時

相談名　　　期　　日　　　　時　　間　　　会　場

取

扱

時

間

午

前
1
0
時
～

午

後
４

時

（

月
曜
日

は

休
館

）

「
昔
は
、
梁
（
は
り
）
か
ら
梁
へ
と
跳

び
移
り

な
が
ら
仕
事
を
し

た
も
ん
だ
」

と
笑

い
な
が
ら
語
る
吉
野
さ
ん
は
、
鳶

（
と
び
）
一
筋
に
半
世
紀
以
上
を
過

ご
し

て
き
た
。
先
月
に
は
「
卓

越
し
た
技
能

者
（
現
代

の
名
工

）
」
と
し
て
労

働
大
臣

か
ら
表
彰
を
受
け
た
が
、「
当
り
前
に
過

ご
し
て
き
た
だ
け
な
の
に
恐
れ
入
る
よ

う

な
こ
と
」
と
受
賞
の
喜

び
を
謙
虚

に

語

る
。
一
線
を
退

い
た
七
十
二

歳
の
今

で
も
仕
事
が
気
に
な
り
、
つ
い
つ
い
現
場

を
見
て
回
る
毎
日
だ
。

ニ
ッ
木
の
農
家
の
長
男
に
生
ま
れ
た

も
の
の
、
高
い
所

が
好
き
な
性
格
と
村

一
番

の
力
自
慢

が
高
じ
十
五
歳
で
地
元

の
親
方
に
弟
子
入
り
。
戦
争
中
で
若
い

の
良
し
あ
し
は
最
初
の
基
礎
の
段
階
で

決
ま
る
か
ら
決
し

て
手

を
抜

か
な

い
」

と
い
う
き
ち
ょ
う

め
ん
で
手
堅

い
仕
事

振
り

が
評
価
さ
れ
、
数
千
棟
を
手
掛
け

て
き
た
。

し

か
し
本
領
を
発
揮
し

た
の
は
、
建

物
を
移
動
さ
せ
る
曵
家

（
ひ
き
や
）
工

事
。
昭
和
四
十
年
代
に
巾
内

や
近
隣
で

区

幽
整
理
事
業
が
本
格
的
に
始
ま
る
と
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
レ
ー
ル
の
上
に
乗
せ
て

移
動
さ
せ

る
工

法
か
ら
Ｈ
型
鋼
材
で
家

た
の
を
解
決
し
た
画
期
的

な
も
の
だ
っ

た
。
「
当

時
は
全
国
か
ら
同
業
者

が
見

に
来
た
も
ん
だ
」

仕
事
に
対
す

る
研
究
熱
心
さ
は
若

い

こ

ろ
か
ら
で
、
少
し
で
も
変
わ
っ
た
仕

耻

が
あ
る
と
飛

ん
で
見

に
行

っ
た
。
大

手

の
工
事
業
者
が
ビ
ル
の
移
転
工

事
を

し
て

い
る
と
聞
き
、
東
京
渋
谷
の
現
場

ま
で

。
週
間
弁
当
持
参
で
通
い
つ
め
た

こ

と
も

あ
っ
た
。
最

初
は
仕
事
着
だ
っ

た
ん
で
追

い
返
さ
れ
た
か
ら
、
次
の
日

か
ら
は
勤
め
人

の
格
好
を
し
て
見
に
行

職

人

が

い
な

い
た

め

、
年

配

の

熟

練

工

か

ら

ス

コ

ッ

プ

で

た

た

か

れ

な

が

ら

仕

事

を

教

わ

る

厳

し

い
修
行

時

代

を

送

っ

た

。
「

人

の

仕
事

を

見

て

技

術

を

盗

み

な

が
ら

身

に
付

け

る

時

代

で
し

た

か

ら

ね
」

戦

後

、
二

十

代

↑

ば
で
独

立

。
「
家

ヒゴシ（施主 から上棟式 の際にもらう記念の柱）

が250 本集まった記念の祝賀 会で（昭和42 年）。

前列右から5 人目が吉野さん

義理と人情でやせ我慢

現代の名工に選ばれた 吉野　誠一 さん

○お 気 軽 にご 相 談 ＜だ さ い

屋

を

支

え

る

新

し

い
工

法

を

考
え

出
し

、

実

用

化

し

た

の

も

こ

の

こ

ろ

。

従

来

の

工

法

で

は

家

自

体

の

荷

重

で

レ

ー

ル

が

た

わ

み

、

壁

な

ど

が

傷

ん

で

し

ま

う

の

が

難

点

だ

っ

つ
た
よ
」
。
そ

ん
な
こ

と
を
続
け
て

い

る
う
ち
に
、
急
所
さ
え
見
極
め
れ
ば
ど

ん
な
建
物
で
も
動
か
せ

る
自
信
が
つ
い

た
と

い
う
。

最
近
は
鳶
の
世
界
で
も
機
械
化
が
進

ん
で

い
る
。「
技
術
の
進
歩

が
早
す
ぎ
て

戸
惑
う
面
も
あ
る
が
、
鳶
の
心
意
気
だ

け
は
変
わ
ら
な
い
。
義
理
と
人
情
、
そ

し
て
と
き
に
は
や
せ
我
慢
も
必
要
」
と

語
る
吉
野
さ
ん
。
篤
実
な
人
柄

が
慕
わ

れ
て
二
十
年
以
上

も
務
め
る
保
護
司
や
、

木
遣
り
や
纏
（
ま
と

い
）
振
り
、
（

シ

ゴ
乗
り
な
ど
の
鳶
の
伝
統
芸
能
の
伝
承
、

後
進
の
指
導
に
と
忙
し
い
日
々
を
送
っ

て
い
る
。

(
二
ツ
木
在
住
）

１２月の相談あんない Ｏ

相談名　　　期　　日　　　　 時　　間　　　 会　場

ゆ う ま つ ど

こころ の相 談

女性 就 業相談

女 性 パ ー ト

労 働 相 談

就 学 相 談 ☆

教 育 相 談 ☆

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)

第1～第４金曜日

次回は〔1/6(月)]

次回は〔1/7(火)〕

次回は〔1/7(火)〕

18(水）

18(水)一一
5(木)･19(木

)第１～第３月曜日

第４月曜 日

火･金曜日

毎月第２火曜日

月～金曜 日

月～金曜 日

女性 センタ ー

(相談室直通)

S63 －0505番

女性 センタ ー

c64 ― 8778番

教 育 研 究 所

≪66  - 7461番

北松戸保育所

067 ―4646番

※相談はすべて無料です。☆印の相談は予約をお願いします。

市

民

相

談

室

※
金
銭
問
題
の
相
談
も
行

い
ま
す
。

救急医療体制

親子講座『冬の星座物語」

立川志の輔

松戸市文化振興財団主催事業

12/21(土)
午後2時・

6時30分

1/12(日)

午後4時

2/9(日)

午後2時

１(祝)

午後3時

午後6時30分

◇印は有料託児サービスがあります。詳細はお問い合わせください。

×'mas フ ァミ リー コン サート

音 剰 勿語｢ ス ノーマン｣

(乳幼児も座席が必要な場合は有料)

オ マ ー ル ・バ レ ン テ ＆

タ ン ゴ ア ル ゼ ン チ ー ノ

公共ホールネットワーク事業

｢ 森 の ホ ー ル21 音 楽 祭｣

出 演 ： 豊 嶋 泰 嗣 ・ 川 田 知 子 ・

小 林 美 恵 ・ 椙 山 久 美 ほ か

前 進 座 公 演

|｢さ ぶ 」( 山 本 周 五 郎 原 作)

大ホール

大ホール

大ホー

ル◇

大ホール

小ホール

Ｓ席4,000円

Ａ席3,000円

ら歳以上有料

Ｓ席5,000円

Ａ席4,000円

Ｂ席3,000円

全指定席

3,800円
学生1,500円

Ｓ席4,500円

Ａ席3,500円

Ｂ席2,500円

学生2,000円

全指定席

3,000円
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市民相談室
交通 事故

市政 一一般

法律相談☆

税務 相談

登記 相談

行政 相談

住宅 相談

外国人相談

労 働 相 談

月～ 金 曜 日

第 １ 月曜 日

毎週火･木､第2月曜日

第 ２金 曜 日

第 ３金 曜 日

第 ２ 月曜 日

毎 週 水 曜 日

第 ２ ・第 ４火 曜 日

第 １ ・第 ３ 月曜 日

午前9時～午後5時

午前8時30分～午後5時

午前９時～正午

午後1 時～５時

午後1 時～５時

午後1時～４時30分

午後1 時～３時

午前10時～午後4 時

午前９時～正午

午後1 時～５時

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(S61-4089 番)でも行ってい ます。

商工観光

課労政係
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消費生活相談

次回は〔1/7(火)〕

6(金)

10(火)

13(金)

17(火)

20(金)

24(火)

27(金)

月 ～金 曜 日

午前10時～午後3時

午前９時～午後4時

常盤平 支所

小 金支 所

小金 原支所

馬 橋支 所

六実支 所

新松戸 支 所

矢 切支 所

東部支 所

消費生活センター

c65-  6565番

心

配

ご

と

相

談

午前10 時～午 後3 時

午前10時～午後４時

午後１時～７時

午前10時～午後４時

午後1時30分～4時30分

午前９時～正午

午後1時30分～4時30分

午前8時30分～午後5時
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| 第1～第４金曜日

次回は(1/7(火)18(水)1　　　5(木)
一 一
※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(S63 - 6278番)でも行っています。

午前10時～午後3時
市役所相談コーナー小金支所常盤行 司

小金原市
民千t-

市役所相談コーナ馬橋支所六実支所小金支所‾

常磐平支所新松戸市民センター小金原市民ｾンﾀｰ

広報 1996年(平成８年)12月５日

文化ホール自然科学講座

人
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